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市
が
管
理
す
る
道
路（
市
道
）

上
で
、
道
路
に
で
き
た
穴
ぼ
こ

や
大
き
な
段
差
、
マ
ン
ホ
ー
ル

等
の
ふ
た
の
破
損
な
ど
で
、
歩

行
者
や
自
転
車
な
ど
の
事
故
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も

に
、
交
通
の
安
全
を
図
る
た
め

に
、
道
路
の
損
傷
な
ど
で
歩
行

者
や
自
転
車
、
車
い
す
の
通
行

の
支
障
に
な
っ
た
り
、
事
故
の

お
そ
れ
の
あ
る
場
所
を
見
つ
け

た
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
通
報
を
受
信
す
る

た
め
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
０
０
・

２
０
０
・
１
８
８
０
）
を
土
木

管
理
課
に
設
置
し
ま
し
た
。
送

信
料
は
無
料
で
す
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
記
載
内
容
】
①
通

報
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
②
危
険
な

箇
所
の
住
所
・
略
図
（
目
印
に

な
る
も
の
が
入
っ
た
簡
単
な
付

近
図
）・
状
況

【
問
合
せ
先
】
土
木
管
理
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
３

３
）※

来
年
度
か
ら
、
市
道
の
危

険
箇
所
の
通
報
者
「
ロ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
募
集
す
る
予
定

で
す

皆
さ
ん
は
自
治
会
に
加
入
し

て
い
ま
す
か
。
現
在
、
市
内
に

は
約
４
５
０
の
自
治
会
が
あ
り

ま
す
。

自
治
会
は
、
安
全
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
住
み
よ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
近
年
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
暴
力
や
ひ
っ
た
く
り
、
空

き
巣
、
押
し
入
り
強
盗
な
ど
が

激
増
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
有
効
な

抑
止
力
に
な
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
、
本
当
に
住
み
よ
い

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、

ま
だ
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ

う
。問

合
せ
は
市
民
活
動
支
援
課

（
０
７
９
８
・
６
５
・
２
２
５

１
）
へ
。

《
自
治
会
の
主
な
活
動
》

・
回
覧
板
や
会
報
の
回
付
な

ど
に
よ
る
情
報
の
提
供

・
夏
祭
り
や
盆
踊
り
大
会
、

運
動
会
な
ど
の
行
事

・
一
斉
清
掃
、
公
園
や
花
壇

の
世
話
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災

訓
練・

趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
文
化
活
動

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
平

成
１５
年
７
月
に
利
用
し
た
人
に
、

１１
月
７
日
付
で
「
介
護
保
険
給

付
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

ま
し
た
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
利
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
た
事
業
者
名
、
介
護

保
険
か
ら
の
給
付
額
（
費
用
額

の
９
割
分
）や
利
用
者
負
担（
費

用
額
の
１
割
分
で
、
事
業
者
に

支
払
っ
た
額
）
な
ど
を
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
利

用
し
た
人
に
確
認
し
て
も
ら
う

た
め
に
送
付
し
た
も
の
で
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
こ
と
で
、

市
役
所
に
手
続
き
を
し
て
も
ら

っ
た
り
、
お
金
を
支
払
っ
て
も

ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
お
知
ら
せ
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
事
業
者
か

ら
の
請
求
情
報
に
基
づ
い
て
作

成
し
た
も
の
で
す
の
で
、
請
求

が
遅
れ
て
い
る
分
に
つ
い
て
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
は
介
護
保
険
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
０
４
８
）

へ
。

市
は
、
平
成
６
年
に
策
定
し

た
西
宮
市
環
境
計
画
を
、
今
年

１２
月
に
行
う
環
境
学
習
都
市
宣

言
を
踏
ま
え
、
改
定
し
ま
す
。

こ
の
改
定
は
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
の
参
画
と
協
働
を
基

本
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
環

境
計
画
や
今
回
の
改
定
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
個
別
の
意
見
に

対
す
る
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

現
在
の
環
境
計
画
と
平
成
７

年
度
か
ら
１４
年
度
ま
で
の
推
進

状
況
一
覧
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下

参
照
）、
環
境
都
市
推
進
課
（
市

役
所
本
庁
舎
８
階
）、
各
支
所

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
ご
意
見
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い

た
用
紙
を
環
境
都
市
推
進
課

（
〒
６
６
２
―
８
５
６
７
西
宮

市
六
湛
寺
町
１０
―
３
�
０
７
９

８
・
３
５
・
３
４
７
９
）
へ
郵

送
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
「
西
宮
の
環
境
」
の
意
見

フ
ォ
ー
ム
で
送
信
を

【
募
集
期
間
】
１２
月
２５
日
ま

で

市
は
、
災
害
援
護
資
金
貸
付

金
の
融
資
を
受
け
て
い
る
人
で
、

事
情
に
よ
り
ま
だ
償
還
し
て
い

な
い
人
や
、
勤
務
な
ど
の
関
係

で
平
日
の
窓
口
相
談
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
休
日
・
夜
間
償

還
相
談
を
行
い
ま
す
。
会
場
は

災
害
援
護
管
理
室
（
Ｊ
Ｒ
西
ノ

宮
駅
南
側
フ
レ
ン
テ
西
館
３

階
）
で
す
。
貸
付
金
の
償
還
方

法
に
つ
い
て
は
月
割
償
還
や
少

額
償
還
も
可
能
で
す
。

９
月
末
現
在
で
、
同
貸
付
金

の
償
還
済
金
額
は
約
１
２
９
億

３
６
６
万
円
で
、
償
還
率
は
６３

・
３９
％
で
す
。
ま
た
、
全
額
繰

上
償
還
件
数
は
３
９
９
９
件
で

す
。

問
合
せ
は
災
害
援
護
管
理
室

（
０
７
９
８
・
３
５
・
２
１
９

０
）
へ
。

【
夜
間
償
還
相
談
】
１２
月
４

・
１５
日
に
執
務
時
間
を
午
後
８

時
半
ま
で
延
長

【
休
日
償
還
相
談
】
１２
月
７

・
２１
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
償
還
の
な
い
人
を
対
象
に
、

償
還
相
談
員
が
自
宅
等
を
戸
別

訪
問
し
て
い
ま
す
。
休
日
や
夜

間
に
も
訪
問
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

�
境
界
線
上
�で
模
索
す
る
若
者
た
ち

一
度
、
旧
ソ
連
の
サ
カ
ル
ト

ヴ
ェ
ロ
（
グ
ル
ジ
ア
）
出
身
の

青
年
と
話
し
た
と
き
、
私
が
、

「
日
本
人
に
は
南
方
系
や
北
方

系
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
日
本

人
特
有
の
顔
も
な
い
。
い
わ
ば

�
混
血
民
族
�
で
す
」
と
申
し

ま
す
と
、
彼
は
け
げ
ん
そ
う
な

顔
を
し
て
、「
世
界
の
ど
こ
に

�
純
血
民
族
�が
い
ま
す
か
？
」

と
言
い
ま
し
た
。

次
々
と
大
国
に
支
配
さ
れ
て

き
た
同
国
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、

彼
の
反
応
は
当
然
で
す
。
し
か

し
考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
の

日
常
レ
ベ
ル
で
も
、
民
族
の
境

界
線
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
と
日
本
人
の
境
目
が
そ
う
で

す
。
帰
化
し
て
書
類
上
「
日
本

人
」
に
な
っ
た
人
も
あ
れ
ば
、

「
在
日
」
の
人
と
日
本
人
の
間

に
生
ま
れ
た
人
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
々
は
、
今
後
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。私

が
出
会
っ
た
学
生
の
Ａ
君

は
、「
在
日
」
で
あ
る
両
親
の

帰
化
後
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
他

の
「
在
日
」
の
人
と
の
つ
き
あ

い
は
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う
で
す

が
、「
在
日
」
の
こ
と
を
知
ろ

う
と
読
書
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｂ
君
は
父
親
が
日
本
人
で
、
母

親
が
「
在
日
」
で
す
。
同
じ
立

場
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め

て
京
都
ま
で
足
を
運
び
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
ま
と
め
て
卒

論
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

二
人
と
も
日
本
国
籍
で
、
韓

国
・
朝
鮮
式
の
名
前
も
も
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
一
見
し
た
だ

け
で
は
大
多
数
の
日
本
人
と
区

別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼

ら
の
姿
は
、「
日
本
人
」と
い
う

枠
組
み
の
中
も
実
は
多
様
化
・

国
際
化
し
て
お
り
、
た
だ
外
見

か
ら
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
国
際
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
４
７
２
）
へ
。

有
料
道
路
通
行
料
の
障
害
者

割
引
制
度
が
１２
月
１
日
か
ら
変

わ
り
、
現
在
同
制
度
を
利
用
し

て
い
る
人
も
全
員
、
再
度
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
障
害
福

祉
課
に
障
害
者
手
帳
、
運
転
免

許
証
、
車
検
証
な
ど
の
原
本
を

持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
器
購
入
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
９
２
３
）

へ
問
合
せ
を
。

【
改
正
の
概
要
】
新
た
に
割

引
期
間
を
記
載
す
る
手
続
き
を

行
っ
た
身
体
障
害
者
手
帳
か
療

育
手
帳
を
提
示
す
る
だ
け
で
、

割
引
適
用
に
な
り
ま
す
（
割
引

証
の
廃
止
）
。
所
定
の
手
続
き

を
行
っ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
も
割

引
適
用
に
な
り
ま
す

【
手
続
き
期
間
】
１２
月
１
日

〜
来
年
５
月
３１
日

１２月１日～１５日…急性アルコ
ール中毒の応急手当、１６日～３１
日…年末特別警戒。平日の午前
８時～午後５時（土曜は午前１１
時）�病院情報…平日の午後５
時（土曜は午前１１時）～翌朝８
時と日曜・祝日の２４時間

消防統計（平成１５年）
９月中 累 計

火災 ３件 ７５件
救急 １２９６件 １３４４９件
救助 １３件 １９９件

消消防防テテレレホホンンササーービビスス
００７７９９８８・・２２２２・・９９９９９９９９

ツツーーツツーー シシキキュュウウ

◆
市
か
ら

「
年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
」
期
間

１２
月
１
日
か
ら
３１
日
ま
で
は

「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
期
間
で
す
（
１
日
は
「
交

通
安
全
意
識
を
高
め
る
日
」）。

年
末
年
始
の
気
ぜ
わ
し
さ
や

帰
省
、
旅
行
、
買
い
物
等
に
伴

う
交
通
流
量
の
変
化
に
加
え
、

夕
暮
れ
時
に
お
け
る
交
通
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
思
想
お
よ
び
交
通

モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
行

動
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
は
安
全
対
策
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
８
０
６
）

へ
。重

点
項
目
は
次
の
と
お
り
。

★
夕
暮
れ
時
、
夜
間
の
交
通

事
故
防
止

★
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

★
飲
酒
運
転
の
追
放

戦
没
者
等
の
妻
・
父
母
対
象

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を

終
え
た
戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び

父
母
に
あ
ら
た
め
て
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期

限
は
平
成
１８
年
３
月
３１
日
で
す
。

請
求
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は

健
康
福
祉
計
画
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
１
３
５
）
へ
問
合

せ
を
。

�
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

の
指
定
廃
止

西
宮
市
公
共
下

水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

・
村
上
水
道
工
業
所
は
、
営
業

廃
止
に
よ
り
１０
月
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内なる国際化を考える
～ともに生きるまちづくり・人づくり～③
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（３） 平成１５年（２００３年）１１月２５日
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